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 第 3 章では、分解性の異なる骨形成因子 -2 (BMP2) 含浸ゼラチンハイドロゲル粒子
を含む MC3T3-E1 細胞集合体を作製し、ゼラチンハイドロゲル粒子からの BMP2 の徐
放性が、MC3T3-E1 細胞の分化などの機能に与える影響を検討した。細胞集合体の骨分
化培養 1 週間後においては、分解の速いゼラチンハイドロゲル粒子を含む細胞集合体
において、細胞の Runt-related transcription factor 2 (RUNX2)の mRNA 発現と ALP 活性
が高くなった。一方、細胞集合体の骨分化培養 3 週間後においては、分解が中間のゼ
ラチンハイドロゲル粒子を含む細胞集合体において、細胞の ALP 活性とカルシウム量
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が高くなった。ゼラチンハイドロゲル粒子の分解性と BMP2 の徐放性が、細胞集合体
の骨分化に影響を与えることがわかった。  
 本論文の第 2 部では、上皮細胞のみ、また上皮細胞と間葉系細胞からなる集合体内
の細胞の機能を高めるためのマトリゲル粒子やゼラチンハイドロゲル粒子の設計につ
いて検討している。  
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分解性と BMP2 の徐放性が、細胞集合体の骨分化に影響を与えることを明らかにした。 
マトリゲル粒子、ゼラチンハイドロゲル粒子、またマトリゲルをコーティングしたゼラ
チンハイドロゲル粒子を含む EpH4 細胞集合体を作製した結果、4) マトリゲル粒子を含
む EpH4 細胞集合体の細胞の β-カゼイン発現量は、ゼラチンハイドロゲル粒子を含む細
胞集合体および従来の上皮細胞の 3 次元集合体培養方法と比較して、有意に高くなるこ
とを明らかにした。ゼラチンハイドロゲル粒子を含む EpH4 細胞 /3T3L1 細胞集合体を作
製した結果、5)ゼラチンハイドロゲル粒子を含む EpH4/3T3L1 細胞集合体は、粒子を含





平成 29 年 8 月 24 日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が
博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。  
なお、本論文は、京都大学学位規程第 14 条第 2 項に該当するものと判断し、公表に
際しては、（平成 31 年 3 月 31 日までの間）当該論文の全文に代えてその内容を要約し
たものとすることを認める。  
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